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要旨 
 本稿は、サプライチェーン・マネジメント（SCM）を経営学のマネジメント論のひとつ

として体系化することを目的としたものである。内容は、静態的な SCM 論と動態的な

SCM 論の二つに分かれる。 

 静態的な SCM 論では、「SCM は戦略的かつ組織的なマネジメントである」という認識

の下、経営戦略論や経営組織論の領域でよく用いられている SSPP（Strategy-Structure-
Processes-Performance）と呼ばれる分析枠組みを使う。サプライチェーンの戦略を、効

率性重視、応答性重視、効率性と応答性の両方重視の三つに分けて、各戦略に適合する企

業内および企業間の構造とプロセスを論じる。 
 動態的な SCM 論では、サプライチェーン・プロセスの変革過程に焦点を当てる。組織

変革論、プロセス変革論から得た知見を整理し、プロセスの変革過程を移行前、移行中、

移行後の三段階に分けて、各段階でどのようなマネジメントが求められるのかを論じる。 
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